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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　濾過システムであって、
　給水管路、タンク管路および排水管路に接続された少なくとも１つの逆浸透濾過部材と
、
　前記濾過システムから出力流量を送達する出力管路と、
　前記濾過部材に流体連通され、サービス状態と充填状態とに交互に切り換わるように構
成された第１および第２のウォータオンウォータ貯蔵容器であって、前記第１のウォータ
オンウォータ貯蔵容器が前記充填状態のときに前記第２のウォータオンウォータ貯蔵容器
が前記サービス状態となる一方、前記第２のウォータオンウォータ貯蔵容器が前記充填状
態のときに前記第１のウォータオンウォータ貯蔵容器が前記サービス状態となる第１およ
び第２のウォータオンウォータ貯蔵容器と、
　複数個の弁部材と、
　該複数個の弁部材を制御して、前記第１及び第２のウォータオンウォータ貯蔵容器をサ
ービス状態と充填状態とに切り替えるように構成される制御システムと、を備え、
　各々のウォータオンウォータ貯蔵容器は、第１のコンテナと第２のコンテナとを有し、
各ウォータオンウォータ貯蔵容器に関し、前記サービス状態では、前記第２のコンテナが
前記給水管路に流体連通される一方、前記第１のコンテナが前記出力管路に流体連通され
、前記充填状態では、前記第２のコンテナ内の流体が前記排水管路に流体連通される一方
、前記第１のコンテナが前記タンク管路に流体連通される、濾過システム。
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【請求項２】
　前記第１のコンテナが、圧縮可能部分を有し、前記第２のコンテナ内に配置される、請
求項１に記載の濾過システム。
【請求項３】
　前記第１及び第２のウォータオンウォータ貯蔵容器の前記第１のコンテナが、前記濾過
部材から受け取られる濾過水を保持するように構成され、前記第１及び第２のウォータオ
ンウォータ貯蔵容器の前記サービス状態が、前記第１のコンテナを圧縮し、それによって
前記貯蔵容器から濾過水を吐出するように、前記第２のコンテナが水で充填される、前記
複数個の弁の配設を伴う、請求項２に記載の濾過システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、概して、濾過システムに関し、より具体的には、濾過システムにおける流体
貯蔵及び流量制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　居住用及び商用利用のために設計された水濾過システムは、ますます一般的となってい
る。この普及は、入力水から望ましくない物質を除去して、出力水を様々な最終用途で消
費するためにより安全にする必要性から生じている。
【０００３】
　２つの一般的な水濾過システムは、１）容器内の空気セルによって作り出される逆圧に
逆らって密閉された圧力容器に生成水を排出するシステム（エアオンウォータシステム）
、並びに２）逆圧がない状態で、密閉された圧力容器に、及び容器から生成水を除去する
ように別個の水源によって圧縮することができる可撓性の水セルに生成水を排出するシス
テム（ウォータオンウォータシステム）である。
【０００４】
　エアオンウォータシステムは、空気セルの逆圧にさらされ、これは、本質的に、システ
ムの濾過部分（例えば、逆浸透膜）にわたる圧力差を低減し、それによって一定時間に作
られる濾過生成水の品質及び量を低下させる。生成水の品質は、典型的に、単一の濾過部
分及び単一の貯蔵容器を含む家庭用システムにおいて起こるように、生成水が頻繁に取り
出され、少量が置換される場合に、特に劣る。更に、貯蔵容器から空気セル推進水が空に
される際、空気セルは、徐々に圧力を失い、生成水の分注流量は減少する。
【０００５】
　大部分の空気セルシステムは、貯蔵タンクがいっぱいであり、典型的に管路圧力の６０
％～７０％に到達する際、給水流、したがって低速流出廃水の更なる生成を停止する自動
遮断弁を含む。この技術は、廃水を減少させる一方、生成水の量及び品質、並びにその分
注流量の低下をもたらし得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ウォータオンウォータシステムは、エアオンウォータシステムの短所の多くに対処する
ことができる。ウォータオンウォータシステムは、典型的に、ほぼ同一の寸法の２つの水
充填区画を含む、圧力容器を含む。区画間の物理的分離は、第１の区画内の水圧が第２の
区画内の水圧に影響を与えるように、移動可能であるか、又は可撓性である。それぞれの
区画は、１つの区画を、他方が空になる一方で、充填することができるように、異なる流
体源によってアクセスされる。したがって、区画にわたって、圧力低下はほとんど又はま
ったく生じない。生成水が容器から引き出される際、両方の区画は加圧される。次いで、
生成水が１つの区画を充填し、他方の区画から排水管に水を追い出す際、両方の区画は減
圧される。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　本開示は、ウォータオンウォータ濾過システムに関する。一例示的な濾過システムは、
フィルタ部材と、２つの貯蔵容器とを含む。システムは、貯蔵容器のうちの１つが濾過水
で充填され（充填状態）、一方で、他方の貯蔵容器に保持される濾過水が使用のために送
達される（サービス状態）ように制御される、複数個の弁を含む。貯蔵容器のそのような
配設を伴う濾過システムは、比較的小さなフィルタ部材及び比較的小さな貯蔵容器を使用
する一方で、一定の需要を満たすように濾過水の出力を供給するのに有用であり得る。
【０００８】
　上の要約は、本明細書に開示される本発明の観点のそれぞれの開示される実施形態又は
全ての実施を説明することを意図するものではない。下の詳細な説明の図面は、本発明の
ある観点がどのように実行されるかの例である特徴を、より具体的に説明する。特定の実
施形態が図示及び説明されるが、この開示がそのような実施形態又は構成に限定されない
ことを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本開示の原理による、一例示的な濾過システムの特徴を図示する概略図。
【図２】図１に示される濾過システムと関連して使用される、一例示的なウォータオンウ
ォータ貯蔵容器の概略断面図。
【図３】図１に示される濾過システムの態様を図示する概略回路図。
【図４】本開示の原理に従う、別の例示的な濾過システムの特徴を図示する概略図。
【図５】図４に示される濾過システムと関連して使用される、別の例示的なウォータオン
ウォータ貯蔵容器の概略断面側面図。
【図６Ａ】図４に示される濾過システムを制御するために使用されるソフトウェアプログ
ラムのラダーロジック表を描写する図。
【図６Ｂ】図４に示される濾過システムを制御するために使用されるソフトウェアプログ
ラムのラダーロジック表を描写する図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図面を参照して様々な実施形態について説明するが、いくつかの図面で同じ参照番号は
アセンブリの同様な部品を表す。様々な実施形態の参照が、本明細書に添付の請求項の範
囲を限定することはない。加えて、本明細書に記載されたいかなる実施例も、限定するこ
とを意図するものではなく、添付の請求項の多くの可能な実施形態のいくつかを示すもの
にすぎない。
【００１１】
　以下の記載は、本発明の態様が実施され得る好適な環境の簡潔な概略的説明を提供する
ことを意図するものである。要求されないが、本発明は、水濾過システム、例えば、居住
用及び商用利用のためのウォータオンウォータ逆浸透濾過システムの一般文脈において説
明される。いくつかの例示的な濾過システムの構造、作出、及び使用、並びに方法は、以
下に説明される。
【００１２】
　本明細書に開示される例示的な実施形態は、本明細書に強調される用途の他に、多数の
濾過システム用途への幅広い用途を有する。そのような別の用途及び環境が考えられる一
方、そのような特定の用途は、添付の図面を参照して本明細書に記載される実施形態から
特に利益が得られるため、逆浸透濾過システムへの特徴の適用に重点が置かれる。
【００１３】
　本明細書に開示される実施例は、ツイン貯蔵容器、ウォータオンウォータ濾過システム
を目的とする。水送達に、典型的なシステムが圧縮空気を利用する一方、ウォータオンウ
ォータシステムは、給圧の形態の位置エネルギーを利用する。開示される実施例の一態様
は、２つの交互送達貯蔵容器が存在するものである。容器のうちの１つは、充填モード（
また、充填状態とも称される）であり、一方で、他方の容器は、送達モード（また、サー
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ビス状態とも称される）である。この種類の交互容器システムは、濾過水を作製及び貯蔵
し、一方で、システムが同時に濾過水を分注する能力を提供する。
【００１４】
　好ましくは所定の供給圧力で、一定又はほぼ一定の濾過水の流量を提供する能力は、外
食産業等の多くの用途で重要である。２つの貯蔵容器を使用する結果、フィルタ部材（例
えば、逆浸透フィルタ）は、比較的一定の速度で、最大能力で動作することができる。し
たがって、本明細書に開示される実施例のフィルタ部材の寸法及び関連空間要件を、同一
の、又は類似する出力能力を有する他の濾過システムと比較して、大幅に小さくすること
ができる。更に、１つの容器が充填状態であり、一方で、他方がサービス状態である交互
貯蔵容器の使用は、組み合わせられた際にさえ、類似する出力能力を有する濾過システム
より小さな空間要件を有する２つのタンクで機能することができる。したがって、本明細
書に開示される特徴を実装する際、所与の出力能力の濾過システムの全体寸法及び関連空
間要件を、同程度の単一の貯蔵容器濾過システムより小さくすることができる。二重貯蔵
容器ウォータオンウォータシステムの使用の更なる効果は、濾過部材にわたる水のほぼ一
定の流量、及び濾過部材にわたる比較的高い圧力差による、システム内の総溶解固形分（
ＴＤＳ）クリープの減少である。
【００１５】
　ウォータオンウォータ濾過システムは、より一般的に利用されるウォータオンエアシス
テムと比較して、多くの利点を有する。ウォータオンウォータ設計の１つの利点は、濾過
水の分注時の改善された流量である。場合によっては、ウォータオンウォータシステムは
、典型的なエアオンウォータシステムの１．５～３倍、又はそれを超える流量を生成する
ことができる。また、ウォータオンウォータシステムは、典型的に、平均でウォータオン
エアシステムの少なくとも２倍の分注時の改善された送達圧力を提供することもできる。
また、改善された送達圧力は、貯蔵容器へ、又は貯蔵容器からの水の流量を増加すること
ができるため、ウォータオンエアシステムと比較して、増加した生成を提供することもで
きる。広くは、また、ウォータオンウォータシステムは、それらが、生成される濾過水の
単位ごとにより少ない廃水（排水する水）を生成するため、改善された効率も有する。ウ
ォータオンウォータシステムは、圧縮空気源を必要とせず、したがって、より小さな寸法
及び空間要件を有することができる。ウォータオンウォータシステムのこれら及び他の利
点により、ウォータオンウォータシステムは、本明細書に開示される発明の原理の実装に
有利な産業上の利用分野となる。
【００１６】
　いくつかの他の種類の濾過システムは、ウォータオンエアシステムと同じ短所のうちの
いくつかを有する。例えば、タンクのない濾過システムは、比較的大量の濾過水を生成す
る能力を有する、大きな濾過部材を利用する。大きな濾過部材は、高価であり、大きな空
間を必要とする可能性がある。また、濾過水の生成を最大化するために、濾過部材にわた
る圧力低下は増加されなければならず、結果として、タンクのないウォータオンウォータ
システムの送達側に、低出力圧力をもたらす。
【００１７】
　図１～図３の例示的なシステム
　次に、図１～図３を参照して、一例示的な濾過システム１０が説明される。濾過システ
ム１０は、濾過部材１２と、第１及び第２のウォータオンウォータ貯蔵容器１４、１６と
、給水管路１８と、排水管路２０と、サービス又は出力管路２２と、迂回管路２４と、タ
ンク管路２５とを含む。また、濾過システム１０は、第１及び第２の圧力センサＰＡ、Ｐ

Ｂと、水圧アキュムレータＰＣ（例えば、ハイドロニューマティックタンク）と、複数個
の一方向弁Ｓ０と、複数個の制御弁Ｓ１～Ｓ８と、も含む。
【００１８】
　給水管路１８は、濾過部材１２と第１及び第２の貯蔵容器１４、１６のそれぞれの送達
側とに流体連通で接続される。排水管路２０は、濾過部材１２と第１及び第２の貯蔵容器
１４、１６のそれぞれの送達側とに流体連通で接続される。サービス又は出力管路２２は
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、第１及び第２の貯蔵容器１４、１６の充填側又は濾過水側と迂回管路２４とに流体連通
で接続される。迂回管路２４は、以下に説明される特定の状況下で、フィルタ部材１２と
第１及び第２の貯蔵容器１４、１６とを迂回するように、給水管路１８とサービス管路２
２とに流体連通で接続される。タンク管路２５は、濾過部材１２と第１及び第２の貯蔵容
器１４、１６とに流体連通で接続される。
【００１９】
　図２を参照すると、第１及び第２の貯蔵容器１４、１６のそれぞれは、第１のコンテナ
３０と、第２のコンテナ３２と、第１のコンテナ３０に流体連通している第１の入力／出
力開口部３４と、第２のコンテナ３２に流体連通している第２の入力／出力開口部３６と
を含む。第１のコンテナ３０は、濾過水空間３１を画定する、可撓性バッグ部材（また、
袋とも称される）として示される。また、外側コンテナとも称される第２のコンテナは、
送達水空間３３を画定する。
【００２０】
　圧力センサＰＡ、ＰＢは、濾過水貯蔵空間３１内、及び／又は空間３１に流体連通で接
続される管路（即ち、フィルタ部材１２から第１の貯蔵容器１４に濾過水を送達する管路
、又は第１の貯蔵容器からサービス管路２２に濾過水を送達する管路）内の圧力状況を監
視する。
【００２１】
　また、濾過システム１０は、圧力センサＰＡ、ＰＢに電気的に接続された制御システム
２６と、弁Ｓ１～Ｓ８と、濾過システム１０の他の制御可能な特徴と、も含む。制御シス
テム２６は、圧力センサＰＡ、ＰＢから受信される圧力信号、及び濾過システムの他の特
徴又は外部システムから受信される他の信号（例えば、出力管路２２での流量の需要を示
す信号）に応じて、弁Ｓ１～Ｓ８の開閉を制御する。弁Ｓ１～Ｓ８は、圧力センサＰＡ、
ＰＢによってシステム圧力における変化が確認されるまで、図１に示されるように、普通
、常開（ＮＯ）状態又は常閉（ＮＣ）状態のいずれかに維持される。図１は、弁Ｓ１、Ｓ
４、Ｓ６、及びＳ８を常開として、並びに弁Ｓ２、Ｓ３、Ｓ５、及びＳ７を常閉として図
示する。常開弁が作動される際（例えば、制御システム２６からの電気的刺激で）、常開
弁は、開放状態から閉鎖状態に変化する。同様に、常閉弁が作動される際、常閉弁は、閉
鎖状態から開放状態に変化する。
【００２２】
　濾過システム１０は、典型的に、第１の貯蔵容器１４の第１のコンテナ３０内の濾過水
の圧力を監視する第１の圧力センサＰＡによってトリガされる。この圧力が所定の低レベ
ルで感知される際、弁Ｓ１～Ｓ８は、濾過部材１２からの濾過水が、第１の貯蔵容器１４
に送達され、第１のコンテナ３０内に貯蔵されるように設定される。貯蔵容器１４の反対
側（第２のコンテナ３２）は、好ましくは大気圧で、排水するように同時に開放している
。更に、第２の貯蔵容器１６の第２のコンテナ３２は、第２の貯蔵容器１６から水圧アキ
ュムレータＰＣに、及び最終的にはサービス管路２２に濾過水を吐出するように、第２の
貯蔵容器１６の第１のコンテナ３０を圧縮する、給水管路１８からの給水を受け取るため
に同時に開放している。第２の貯蔵容器１６の第２のコンテナ３２が、給水管路１８内の
水の圧力（即ち、給圧）で充填されるため、水は、給圧で第１のコンテナ３０から吐出さ
れる。
【００２３】
　いったん第１の貯蔵容器１４の第１のコンテナ３０が所定のレベルに充填されると、圧
力センサＰＡは、所定の高圧レベルを感知する。第１及び第２の貯蔵容器１４、１６へ、
並びに第１及び第２の貯蔵容器１４、１６からの流れが切り換えられて、第２の貯蔵容器
１６の第１のコンテナ３２を充填し、第１の貯蔵容器１４の第１のコンテナ３０から濾過
水を吐出する（即ち、第１の貯蔵容器１４がサービス状態であり、第２の貯蔵容器１６が
充填状態である）ように、制御システム２６は、弁Ｓ１～Ｓ８を再設定することによって
、圧力センサＰＡからの高圧信号に応じる。
【００２４】
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　濾過水は、サービス管路２２への流路を開放し、第１の貯蔵容器１４の第２のコンテナ
３２を給水管路１８からの水で充填し、それによって第１のコンテナ３０を圧縮すること
により、第１の貯蔵容器１４の第１のコンテナ３０から吐出される。それと同時に、第２
の貯蔵容器１６の第１のコンテナ３０は濾過部材１２から送達される濾過水で充填され、
一方、第２の貯蔵容器１６の第２のコンテナ３２は、好ましくは大気圧で、排水管路２０
に対して開放している。いったん第１の貯蔵容器１４の第１のコンテナ３０が空になる（
即ち、圧力センサＰＡによって所定の低レベルが感知される）と、サイクルは、再び再開
され、第１及び第２の貯蔵容器は、それぞれ充填モード又は状態と、サービス若しくは分
注モード又は状態とに切り替えられる。
【００２５】
　第２の貯蔵容器１６の圧力センサＰＢは、容器１４、１６の両方が空である（即ち、所
定の高圧レベルが感知されていない）場合に、水の要求される需要を満たすために、給水
管路１８からの水をサービス又は出力管路２２に送達することができるように、迂回管路
２４内の弁Ｓ２が開放していることを確実にするために、第１の圧力センサＰＡ及び制御
システム２６と連動して動作する。第１及び第２の容器１４、１６の両方がフルである（
即ち、両方の容器で所定の高圧レベルが満たされている）場合、弁Ｓ１は、濾過部材１２
の動作を停止するために閉鎖され、濾過部材１２からの排水管路２０への廃水を減少させ
ることができる。
【００２６】
　別の例示的な構成では、サービス管路２２を介した濾過システム１０からの出力流量は
、水圧アキュムレータＰＣによってもいかなる他の流量制御部材によっても制御されてい
なかった。代わりに、サービス管路２２は、濾過システム１０からの需要水の大気又は下
流圧力状況に対して開放したままであった。水圧アキュムレータＰＣが除去される際、給
水管路１８の圧力設定、並びに第１及び第２の圧力センサＰＡ、ＰＢの高圧及び低圧設定
は、濾過システム１０からの水の需要状況によって、濾過システム１０の改善された安定
性を提供するように修正することができる。図４を参照して以下に説明される濾過システ
ム１００は、システムの出力に水圧アキュムレータ及び他の流量制御部材がない、サービ
ス管路２２を図示する。
【００２７】
　濾過システム１０の一例示的な設定は、濾過部材１２（例えば、３．８Ｌ／分（１分当
たり１ガロン（ｇｐｍ）の能力を有する逆浸透濾過モジュール）の出力と実質的に一致す
る、３．８Ｌ／分（１ｇｐｍ））流量制御弁Ｓ１を含む。給水管路１８内の給圧は、約４
１３．７ｋＰａ（６０ｐｓｉ）に調整され、第１及び第２の圧力センサＰＡ、ＰＢの所定
の高圧並びに低圧設定は、それぞれ３７９．２ｋＰａ（５５ｐｓｉ）及び３１０．３ｋＰ
ａ（４５ｐｓｉ）に設定される。濾過システム１０の出力でサービス管路２２に送達され
る濾過水は、水圧アキュムレータＰＣによって約１．９Ｌ／分（０．５ｇｐｍ）に制御さ
れた。濾過システムに関連する特徴、機能性、供給、及び需要のいずれかの数の変更によ
って、これらの設定のうちのいずれも修正することができる。
【００２８】
　図３は、制御システム２６によって実施される複数個の弁Ｓ１～Ｓ８の制御に関連する
、一例示的な回路図を図示する。図３は、第１の圧力センサＰＡが高圧設定であり、弁Ｓ
３、Ｓ４、Ｓ７、Ｓ８が作動され、弁Ｓ５、Ｓ６が作動されていない場合を図示する。第
１の圧力センサＰＡが高い状態である間、第２の圧力センサＰＢが高い状態であるか低い
状態であるかによって、第１の弁Ｓ１は、上述されるように、濾過部材１２に給水源を提
供するために開放していてもよい。
【００２９】
　第１の圧力センサＰＡが低圧設定又は状態である場合、弁Ｓ３、Ｓ４、Ｓ７、Ｓ８は作
動されず、弁Ｓ５、Ｓ６は作動される。図３に示される図によると、第１の圧力センサＰ

Ａは、システムが第１及び第２の貯蔵容器１４、１６を充填状態とサービス状態とに切り
替える時期を制御する、主要センサである。他の配設では、第２の圧力センサＰＢが主要
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センサであってもよい。更なる配設では、センサＰＡ、ＰＢは、圧力センサが所与の容器
の高い状態又は低い状態のうちの１つであるときに、制御システムが、両方のセンサＰＡ

、ＰＢからのフィードバックに基づき、容器を充填とサービスとに切り替えるように、制
御システムによって同等に取り扱われる。
【００３０】
　弁Ｓ１～Ｓ８は、様々な弁又は調整器の種類を含むことができる。一実施例では、弁Ｓ
１は、短い電気的刺激が適用されると、開放状態又は閉鎖状態に切り替えられて、それを
維持する、ソレノイド弁（例えば、ラッチ式ソレノイド）である。別の実施例では、弁Ｓ
１～Ｓ８のうちのいずれか１つは、水圧刺激に依存して開放状態又は閉鎖状態を維持する
、圧力調整器であってもよい。
【００３１】
　図４～図６Ｂの例示的な濾過システム
　ここで、図４～図６Ｂを参照すると、別の例示的な濾過システム１００が示され、説明
される。濾過システム１００は、濾過システム１０を参照して上述されたものと同一の、
又は類似する特徴の多くを含む。濾過システム１００は、濾過部材１２と、第１及び第２
のウォータオンウォータ貯蔵容器１１４、１１６と、給水管路１８と、排水管路２０と、
サービス又は出力管路２２と、迂回管路２４と、複数個の一方向弁Ｓ０とを含む。また、
濾過システム１００は、複数個の弁Ｙ００４～Ｙ００７及びＹ０１０～Ｙ０１３と、複数
個の弁Ｙ００４～Ｙ００７及びＹ０１０～Ｙ０１３を制御する制御システム２６と、も含
む。
【００３２】
　第１及び第２の貯蔵容器１１４、１１６は、容器内のピストン（容器の充填状態を理解
するために使用することができる）の場所を判定するためにセンサを利用する、ピストン
型貯蔵容器である（図５参照）。貯蔵容器１１４、１１６と共に使用するためのいくつか
の例示的なセンサは、磁気近接センサ、リミットスイッチ、レベルスイッチ、リードスイ
ッチ、並びにリニアエンコーダ、光学位置センサ及び音波位置センサ等の位置センサであ
る。
【００３３】
　図５は、貯蔵容器１１４、１１６の一例示的な構成を図示する。貯蔵容器は、コンテナ
４０と、コンテナ４０内で移動可能であり、かつコンテナ４０を濾過水空間４４及び送達
水空間４６に分割する、ピストン部材４２とを含む。第１の位置センサ４８は、コンテナ
４０の第１の末端部に配置され、第２の位置センサ５０は、コンテナ４０の反対の第２の
末端部に配置される。位置センサ４８、５０からのセンサ信号は、図４、並びに図６Ａ及
び図６Ｂに図示されるラダーロジックプログラムで、Ｘ００３～Ｘ００６としてラベル表
示される。コンテナ４０は、コンテナ４０の反対の末端部に配置される、第１及び第２の
入口／出口５２、５４を含む。位置センサ４８、５０は、コンテナ４０内のピストン４２
の位置を追跡し、それによって貯蔵容器１１４、１１６の充填状態に関する情報（即ち、
濾過部材１２からフルであるか空であるか）を提供する。
【００３４】
　制御システム２６は、図６に示されるＰＣＬラダーロジックにしたがって、複数個の弁
Ｙ００４～Ｙ００７及びＹ０１０～Ｙ０１３の開閉状態を制御するために、第１及び第２
の位置センサ４８、５０から入力を受け取る。位置センサ４８、５０からの出力は、第１
の貯蔵容器１１４についてはＸ００３、Ｘ００４、及び第２の貯蔵容器１１６については
Ｘ００５、Ｘ００６として表される。また、濾過システム１００は、それぞれ濾過部材１
２と第１及び第２の貯蔵容器１１４、１１６との間に配置される管路内に、第１及び第２
の圧力センサＰＡ、ＰＢを含むこともできる。第１及び第２の圧力センサＰＡ、ＰＢは、
第１及び第２の貯蔵容器１１４、１１６の充填状態を確認するために、制御システム２６
に追加のフィードバックを提供することができる。圧力センサＰＡ、ＰＢは、図６Ａ及び
図６Ｂに示される論理図において、それぞれ入力Ｘ００１及びＸ００２としてラベル表示
される。
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【００３５】
　以下の一般的定義は、図４、図６Ａ、及び図６Ｂの図に使用される用語に関する。
【００３６】
　ｏ　Ｘｘｘｘ：近接センサ又は任意の圧力スイッチからの入力変数。
【００３７】
　ｏ　Ｙｘｘｘ：ソレノイド弁への出力リレー。
【００３８】
　ｏ　Ｍｘｘｘ：システムへの追加値を追跡するために使用される内部リレー値。
【００３９】
　別の実施例
　図１～図６Ｂを参照して上述される実施例の一態様は、貯蔵容器のそれぞれが充填モー
ド又はサービスモードのいずれかであるときに制御するための制御システムの統合された
性質に関する。上述されるシステムは、２つの別個の貯蔵容器を給水する単一の濾過部材
を含み、貯蔵容器は、単一の出力に濾過水を送達する。別の配設では、２つの別個の水濾
過システムは、単一の出力又はサービス管路に接続され、それぞれの水濾過システムは、
単一の貯蔵容器及び別個の濾過部材を含む。それぞれの濾過システム内の貯蔵容器の充填
状態及びサービス状態を制御して、濾過水の所望の出力を提供するために、図１～図６Ｂ
を参照して上述される弁にわたる制御を統合する、類似する制御システムを使用すること
ができる。次いで、統合制御システムの使用は、図１～図６Ｂを参照して説明された実施
例と類似する方法で、濾過システムのうちの１つを、他方の濾過システムが充填モードで
ある一方で、サービスモードにし、濾過水の一定の出力を提供することを試みる、いくつ
かの他の既知の濾過システムよりも少ない空間を依然として使用する一方で、実質的に同
一の生成での濾過水の比較的一定の出力を提供するために、２つのモードに切り替えるこ
とができる。
【００４０】
　更に別の実施例では、図１～図６Ｂを参照して説明される例示的なシステムは、３つ又
はそれ以上の貯蔵容器を含むように修正される。制御システムは、貯蔵タンクの全てを使
用して、濾過水の生成、貯蔵、及び送達の効率を最大化するように構成することができる
。
【００４１】
　本明細書に開示される濾過システムは、任意の数の異なる濾過部材及び濾過技術を利用
することができる。一実施例では、濾過システムは、直列又は並列に配設され、タンク管
路（例えば、タンク管路２５）を通して貯蔵容器（例えば、容器１４、１６）と流体連通
で接続される、２つ又はそれ以上の濾過部材（例えば、図１に示される濾過部材１２）を
含むことができる。考えられるいくつかの例示的な濾過技術には、逆浸透、ナノ濾過、限
外濾過、及び水から不純物を除去するのを助長する他の濾過システムが挙げられる。また
、本明細書に記載される例示的なシステムを使用して、水を濾過することに加えて、又は
その代わりに、水に栄養補助成分を添加することも可能である。一実施例では、例示的な
濾過システムに、濾過部材の周囲の迂回管路を追加することができる。迂回管路を通る源
水の流量は、貯蔵容器内に貯蔵される、濾過された水と濾過されていない水とのカスタマ
イズされた混合を提供するように、ユーザーによって調節されてもよい。
【００４２】
　結論
　本開示の一態様は、少なくとも１つの水濾過部材と、第１及び第２のウォータオンウォ
ータ容器と、複数個の弁部材と、制御システムとを含む、濾過システムに関する。第１の
ウォータオンウォータ容器は、濾過部材に流体連通され、サービス状態と充填状態とに交
互に切り換わるように構成される。また、第２のウォータオンウォータ容器も、濾過部材
に流体連通され、サービス状態と充填状態とに交互に切り換わるように構成される。制御
システムは、複数個の弁部材を制御して、第１及び第２の容器をサービス状態と充填状態
とに切り替えるように構成される。濾過部材は、逆浸透フィルタであってもよい。
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　本開示の別の態様は、少なくとも１つの逆浸透水濾過部材と、第１及び第２の容器と、
複数個の弁部材と、制御システムとを含む、濾過システムに関する。第１の容器は、濾過
部材に流体連通され、サービス状態と充填状態とに交互に切り換わるように構成される。
第１の容器は、第１及び第２の水コンテナを含み、第１の水コンテナは、第２のコンテナ
内に配置され、濾過部材から受け取られる濾過水を保持するように構成される、圧縮可能
部分を有する。第２の容器は、濾過部材に流体連通され、サービス状態と充填状態とに交
互に切り換わるように構成される。第２の容器は、第１及び第２の水コンテナを含み、第
２の容器の第１の水コンテナは、第２の容器の第２のコンテナ内に配置され、濾過部材か
ら受け取られる濾過水を保持するように構成される、圧縮可能部分を有する。複数個の弁
部材は、濾過部材と第１及び第２の容器とに流体連通している。制御システムは、複数個
の弁部材を制御して、第１及び第２の容器のサービス状態と充填状態とに切り替えるよう
に構成される。
【００４４】
　本開示の更なる態様は、水濾過システムで濾過水を送達する方法に関する。水濾過シス
テムは、少なくとも１つの濾過部材と、第１及び第２のウォータオンウォータ貯蔵容器と
、複数個の弁と、制御システムとを含む。第１及び第２の貯蔵容器は、それぞれ貯蔵容器
が濾過水で充填される充填状態と、貯蔵容器から濾過水が吐出されるサービス状態とに交
互に切り換わるように構成される。その方法は、濾過部材で濾過水の供給を生成する工程
と、第１の貯蔵容器を充填状態に設定し、かつ、第２の貯蔵容器をサービス状態に設定す
るように、制御システムで複数個の弁を制御する工程と、第１の貯蔵容器をサービス状態
に設定し、かつ、第２の貯蔵容器を充填状態に設定するように、制御システムで複数個の
弁を制御する工程とを含む。
【００４５】
　上の「詳細な説明」では、開示を合理化する目的のために、様々な特徴が一つの実施形
態にまとめられている場合がある。この開示の方法は、主題の請求項の実施形態がそれぞ
れの請求項に明示的に記載されているより多くの特徴を要求することを意図すると解釈さ
れるべきではない。むしろ、下記の請求項が反映するように、本発明の主題は、一つの開
示された実施形態の全ての特徴を超えて存在する。したがって、下記の請求項は、ここに
、それぞれの請求項が別個の好ましい実施形態として独立したものとして、この「詳細な
説明」に組み込まれる。したがって添付の「特許請求の範囲」の領域及び範囲は、本明細
書に含まれる好ましいバージョンの説明として限定してはならない。
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